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1ま えが き

1980年 代,ア メ リカにおける教育改革のキーワー ドは,「 エクセ レンス」(優 れた ・優秀 ・長

所等を意味する)で あ った。 この 「エクセ レンス」 という言葉 は,1983年,当 時の教育長官 ベ

ルが設置 した 「教育のエクセ レンスに関す る全米審議会」の中で,教 育改革の方向性 を決定づ

ける言葉 として用い られた。当時,ア メ リカにおける教育 は,多 数 の中途退学者,荒 廃 した教

室,様 々な人種問題 学力の低下など,公 教育が直面 した問題 についての解決策を模索 してい

た。

このよ うな状況の下で,ア メ リカの教育 は,生 徒一人一人の学習内容 の均質性 を保ちなが ら

も,社 会生活の中で逞 しく生 きてい くための技能を与えることを教育全般の質的な向上 ととら

え,教 育改革を推進 してきたと考え られる。

今 日の高校教育を とりま く環境をみるとき,1980年 代のアメ リカの教育環境 を思わせるもの

がある。そこでわれわれは,商 業教育の魅力 と特色をとりもどす ために,エ クセ レンスを実現

することがで きる魅力ある商業高校を目指 し,い くっかの教育課程の作成を試みた。

II新 しい学習ニーズに応える教育課程

1総 合 コー ス選 択制 にお け る教 育 課程

今 日,特 に科学技術の進展 と経済活動 の著 しい発展により,高 学歴化や小子化など学校教育

をとりまく環境 が著 しくかわ りっっある。生徒が減少するとともに,地 域社会や家庭の教育力

の低下が指摘 されるようになった。 しか も,中 途退学者の増加 や強い普通科志向の中で,生 徒

が生 き生 きと学校生活 を送 ることがで きるように,今 日の商業教育 を魅力のあるもの としてい

くことが必要である。

これか らの商業教育を考えるに当たっての基本理念は,臨 時教育審議会の第3次 答申(昭 和

62年4月1日)に よると次の表 のよ うにまとめることがで きる。

.【商藁教育を考 えるに当た っての基本理念】

灘 饗_② 齢 嚇 螺 ③鰹 麟
㌔ ⑤鞘脚 入蹴 ⑥

}灘i撚 嬢 時 ⑧ 情報化への鱗

創逡力徳 渤 磯 動 の繊 、

生涯学習体票への移行
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こうした基本理念 を受 けて,生 徒一人一人の特性 や進路希望等 に基づ く主体的な学習を促 し,

それぞれの学習 ニーズに応 じて個性を最大限に伸長 させ,生 涯 にわたって継続的に学習する意

欲や態度を育成す ることが必要であ る。

このような考えに基づいて特色ある商業教育を実現 させ るための教育課程を考えてみたい。

(1)教 育課程のねらい

従来,学 科制において は,学 習についていけない生徒の対応がなかなか難 しいもφがあ った

が,こ の総合選択 においては,1年 次に基礎的な科 目を履修 させ,2年3年 次においては,生

徒一人一人の興味 ・関心を もつ専門科 目をコースの枠 を越 えて選択で きるよ う学習 の多様化 を

図 り,生 徒 の特性 や進路希望等にあった学習がで きるよ うに工夫 した点が,大 きな特色である。

① 会計 コース

この コースは2年 次において会計 ・工業簿記,3年 次 においては税務会計等の簿記関連科 目

を履修させ,ま た,そ の他科 目 「OA実 習」を活用 して,検 定取得を目指す者 と会計 ソフ トに

習熟 したい者 に分 けて多様な生徒の学習 ニーズに応 じた指導 を行 う。

② 国際コミュニケー ションコース

「英語実務」等の指導 を通 じなが ら英語のコ ミュニケー ション能力 を養 い,外 国 の経済 ・社

会 ・文化 を理解 し,広 い視野 と豊かな心 を持 った人材 の育成をす るとともに,英 語 と日本語を

使 い分 けなが ら,諸 外国の生 きた情報 を取 り入れて国際感覚の育成を図 る。

③ 情報 ビジネスコース

これか らの情報処理化社会で企業か ら求め られるコンピュー タを使 った事務や経理の実務能

力とともに,経 営 に参加で きるよう幅広い知識 とビジネス能力 の育成を図 る。

⑦ 指導上 の留意点および課題

若者 の職業選択が先送 りされ る傾向が強いため,生 徒 自身が科 目を選択す る際 の助言や就職

希望者 ・上級学校進学者の双方を視野に入れた進路指導 などのガイダンス機能を充実する必要

がある。また専門教科を教える教職員 は知識 ・技術 の伝達 という発想 にとどま らず表現力 ・コ

ミュニケーション能力 ・実践的能力を図るために個別学習や グループ学習等の多様な授業形態

を研究する。そのための施設 ・設備を充実す るとともに社会の第一線 で活躍する人材 に接す る

機会を増やすたあに非常勤講 師による授業を積極的に実施す ることも望まれる。
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総合コース選択制の教育課程表(案)

教 学 標準 会 計 コース 国 際 ユミュニケーションコース 情 報 ビジネスコース 計

科 年 一

科 目 単位 1 2 3 1 z 3 i 2 3

国 国語1 4 4 4 4

国語n 4 3 3 3 11

語 現代文
●

9 z z 2 2 z z

地 世界史A z 「2
一z 一2 一2 一z 2

日本史A z 一2 一2 一z 一2 z 2 4

歴 地理A z 一z 一z 一z 一2 一z 2

一

公 現代社会 4 z 一2 一z 一2 一2 r-2

民

倫理

政治 ・経済

2

2

一z

-
・-2 工: L-2

一2

-

-2

r2

2

一2

-

-2

4

数 数学1 4 z z z z z 2

学 数学ll 3 3 3 3 7

理 化学1

生物IA

z

2

一2

-z

r-2
ヒ

ト ・

一z

-z

一2

-z

z

2

z

z 4

科 地学IA z z L2 一2 一2 一z 一z

保 体育 7-9 2 2 4 2 z 4 z z 4

体 保健 2 1 1 1 1 1 1 io

芸 音 楽1 z 一z 一z 一2

美術1 2 一2 一2 一2 z

術 書 道1 2 一2 一z 一2

外 英 語1 4 z z 2 z 2 z

国 わ コミュA 2 z 2 z

語 ザ ディング

ライティング

z

2

z

z

z

2

2

z

8

家 家庭 一般 4
一z 一z 一2 一2 一2 一2

生活技術 4 一2 一2 一z 一z 一z 一2 4

庭 生 活一般 4 一2 一z 一z 一z 2 一z

普通教 科 。科 目 合計 19 17 16 19 17 16 19 17 16 52

一4一



教 学 標準 会 計 コース 国 際 コミュニケーシ3%7一 ス 情 報 ビジネスコース 計

科 年
科 目 単位 1 2 3 1 z 3 1 z 3

流通経済 3-5 3 3 3

簿記 3-$ 4 4 4

商 情報処理 3-5 z 2 z

計算事務 z-s 2 p2 2 △2 2 D2

総合実践 3 3 3 3

課題研究 2 2 z 2

商品 2-4 03 03 03

マーケテ{ン グ 24 03 03 03

商業デザ仁 2-5 03 03 C3

商業経済 2-4 03 03 03

経営 2-4 03 03 03

商業法規 2-5 03 03 03

英語実務 z-s △2 3 3 △2 38

国際経済 2-4 03 03 03

…

工業簿記 2-5 3 03 03 　

会計 2-5 3 03 03

文書処理 2-5 03 03 03

税務会計 2-4 3 03 03

プログラミング 3-8 03 03 3

業 情報管理 3-5 03 03 3

経営情報 2-4 D2 03 D2 03 z 3

OA実 習 D2 03 D2 03 D2 03

専門教科 。科 目 合計 il 13 14 11 13 14 11 13 14 38

ホ ー ム ル ー ム活 動 合 計 1 1 1 1 1 1 i 1 i 3

クラ ブ活 動計 合計 1 1 1 1 1 1 1 i 1 3

履修単位数 合計 32 32
1

32 32 32 32 32 32 32 96

2年 次 会 計 コース ○ の う ち1科 目 △ の うち2科 目選 択 国 際 コミュニケーシ3≫-zOの う ち2科 目

情 報e≪ スコース ○ の う ち2科 目 △ の う ち1科 目 選 択

3年 次 会 計 コース ◎ の う ち2科 目 選 択 国 際 コミ1ニケーションコース◎ の うち2科 目選 択

情 報 ビジネスコーz◎ の う ち2科 目選 択

△ の うち2科 目 選 択

一5一



2情 報 リテラシーを養 うための教育課程

(1)教 育課程の特色

情報処理技術者 の養成やその確保が叫ばれて久 しいが,今 日,ソ フ トウエア技術者やハー ド

ウエァ技術者の養成にとどまらず,そ の育成に直接関わる教育者(イ ンス トラクタ)や 高度 な

研究者の養成 も強 く望 まれている。

,さらに,「 情報化白書1990」(日 本情報処理開発協会編)で は,「 教育手法 と して は,右 脳 の

開発をするための学習 を積極的 に採用 し,創 造性開発 に注力す る必要 がある。これ は,高 度な

SE(シ ステムエ ンジニア)的 人材の育成のためには右脳開発が不可欠である。」 と言 ってい

る。また,右 脳(創 造力,感 性,分 析力,問 題解決能力)を 活用す ると,人 間関係がスムーズ

に,か っ発展的になるとも言われている。 こうした提言を受けて,企 業 においては,高 度 なS

Eを 養成す るための社員教育の一環 と して,「 システム分析 と設計」・「コ ミュニケ ー ション技

法」・「問題発見 ・解決技法」などの能力の育成が実施 されている。学校教育においては,創 造

力を育成するために,従 来のような コンピュータ学習だけでな く,バ ーチャル リア リテ ィ学習

を取 り入れたり,国 語や芸術の授業 を多 く取 り入れる必要がある。また,ま すます 「情報」の

重要性が高まる中,「 情報 リテラシー」・「コンピュー タリテラシー」のかん養が必要 となって

いる。 なお,こ こでいう情報 リテ ラシーとは,以 下の能力を意味す る。

㊤多様な情報の中から,問 題解淡や憲志淡建に役笠つ情報を生体釣に選択 。摺灘する鮨力

撚 瀦灘 驚麟講1麟羅1㌶響 警
儲 伽 蠣 麟 報を顛 のためだけでなく滋蕪 を蝦 と鎚 隷 搬{弊 す磯 趣 ・'"

そこで,以 上のような視点か ら,次 の3つ の学系 を考えた。

ア ビジネスインテ リジュン ト系

ビジネスソフ トの使用方法 と技能 を修得 し,イ ンス トラクターとしての資格を身 に付 ける

とともに,企 業 における問題解決のための最適 なビジネスソフ トを提供する能力を も養 う。

イ マーケテ ィングコーデ ィネータ系

マルチメディア等の,情 報関連技術の活用の最適化を図ることによって,個 に応 じた情報

サー ビスの提供を行 う。さ らに,オ フィスの快適な環境やイ ンテ リジェントビルなどの構築
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を考える能力を養う。

ウ 情報処理技術者養成系

産業構造審議会の情報化人材対策委員会(通 産省)の 最終報告(平 成5年5月)に よると

現在5分 野に分けられている試験内容を11の分野に細分化する案が示された。特に,実 務能

力の評価を重視 した試験を実施するために制度上の見直しが行われた。これを受けて,通 産

省の資格試験合格能力や将来の情報処理関連分野の指導者としての資質を養 う。

(2)教 育課程の特徴 と科 目の学習ポイン ト

それぞれの学系 の特色を引き出すために,教 育課程において新設 のその他科 目を導入 し,既

存の科 目においては,科 目ごとに内容を精選 し,活 性化 を図 ることが必要であ ると考えた。

ア ビジネスイ ンテ リジェン ト系

インス トラクターとしての能力や問題解決のための手法 を身 に付け るために,普 通科 目で

は,コ ミュニケー ション能力を身に付 けるために,国 語 と英語の単位数を増や した。また,

商業科 目で は,流 通経済分野および情報処理分野を中心に学習す る。

その他科 目として,専 門書購読(英 語)・ キ ャリアガイダ ンス(商 業)を 取 り入れた。

〈主 な科目の指導上のポイン ト〉

【キャリアガイダンス】:進 路 に関す る学習を3年 間にわたり,計 画的 ・継続的 に実施す る

【国語】:言 葉使 いや ビジネスマナーなどの学習 に力を入れ人前で話す ことも学習す る

【数学】:統 計学の知識を身に付け,「 経営情報」の学習の基礎 を養 う

【英語】:マ ニュアル等専門書の購読 を通 して ビジネス文書を適切 に理解す る能力を養 う

イ マーケティングコーディネータ系

情報関連技術 を習得 し,個 に応 じた情報サービスが提供で きる能力 を身 に付 けるために,

商業科 目では,流 通経済分野及び情報処理分野を中心 に学習 し,普 通科 目では,CG(コ ン

ピュータ ・グラフィック)な どのセンスを養 うために芸術の単位数を増や した。

その他科目と して,マ ルチメディア基礎 ・地場産業 ・バーチ ャル リア リティ ・キ ァリアガ

イダンス(以 下すべて商業)を 取 り入れた。

〈主な科 目の指導上のポイ ント〉

【情報処理】:プ ログラ ミングの学習 は行わず,ソ フ トのみの学習に重点を置 く

【マルチメデ ィア基礎】:マ ルチメデ ィアの意義やその運用技術 を学習す る

【地場産業】:地 域社会 に根ざ した産業 の意義や仕組みを学習 し環境整備がで きる能力
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【バーチャルリアリティ】:人 工現実感 の意義やCGの 学習などを行う

【国語】.国 語表現においては,キ ャッチコピーや俳句などの学習も取り入れるとともに,言 葉使い

の学習にも力を入れる

【家庭】:消 費に関することや消費者教育に関わる内容を取り入れる

【化学】 環境問題や環境保全についての学習を取り入れる

ウ 情報処理技術者養成系

通産省あ資格試験に合格できる能力を養い,指 導者としての資 嚢1雫域.61年鞭 骸鶏'ご
乱 システムアナ 夢スF

質を身に付けるために,商業科目では,情報処理技術者試験に対 嚢きシ葉華ム蓑鹸 轍

応するための科目を中心に学習する。,銭 アズ饗ク 琶シ笥郵郵 募薯篇
ア試験

情報処理技術者試験の合格に焦点を合わせた科目の履修に重点 颪 テi夕属寿ルiぐ掩蓼ギ ず丈 き

を置いたため,普 通科 目の履修単位数が 「40」と抑え られている。 ・㌧試 験(ネ Ψ 卦ワ鞠 タ)'.

購 翻 壷報処灘 鍵 騨験その他科目として,専 門書購読(英 語)・情報処理システム ・バー §
.シ ステ ム ア ドミニ ズ ト'レ順

ドウエア ・ソフ トウエア ・キ ァリアガイダンス(以 上すべて商業)/タ 蟹(初 級 〉

を取り鵬 磨鶏 禦 鷺鷺 い
〈主な科目の指導上のポイント〉 ㌔覇翻験

【情鞭 システム】… ピ・一タシステム処理形態 ・シ81繕 糊 鯉 工粋

ステム構成 ・システムの性能評価に関する学習 敬 夢穿鵬カル 筑ベシや サス}

鉱験{脅 峯タ縛セス}、【ハ ー ドウエァ】:コ ンピュータの本体や装置の学習

1§.ザ 壺ダ憂が 琢をエy身 エ

【ソフ トウエア】:オ ペレーティングシステム・プログラム:;愛 雲嫌 澱二鴛 、. .

論.ア プリケーシ。ンなどに関す る学習 を行 う。 聯 纏 欄 処磁 儲 ・魏

驚 婁灘縮藏処灘技癒薇 、'☆今後の簸 爽施検討区5き三'

(3)教 育課程を実施す るに当たっての問題点'ノ 》穿燕海ル嫁終翻轡諺ス》試験

鮮 絶 勘欄 蜘 フ塾ウ切
学系の特色やね らいを達成 させ るために,ど の学 系 にお い 。》ク蕊カルスベシ

ャ饗ス参郵験

て も,選 択科 目が設 け られていない。そのため,弾 力的でゆ,〈 ソフ 塾ウエア〉

◎デΨベ ロッフ◎メ ン トエ ンジ轟
とりのある教育課程 とはなっていない。

ア鼠験 〈システムソフ の

特に,情 報処理技術者養成系については,資 格取 得の ため 命デ蝶 質ップ メ ン}瓢 ンジ話

ではあるカ',に 商業科目へ傾斜して・・る・今後 選択科
,鑛 鱗 魁 幽

目の導入や普通科 目との連携 など課題が残 される。 汐 一,《上級〉

,吃教奪エ ン沸 ・ア試験
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教育課程(案)
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3キ ャリア志向に応え る教育課程

(1)教 育 目標

21世 紀を目前に控え,ビ ジネス社会 は高度 に情報化 され,国 際化され るなど,多 様化の時代

を迎えている。こうした経営環境の変化が一層激 しくなるにっれて,企 業の求める人材 も変化

している。 このような時代を背景 に,商 業高校 も新 しい時代 の 「実務教育」を担 う教育機関 と

して,新 たな出発が必要であ る。そこで,将 来を展望 しっっ,ビ ジネス社会で有為な人材教育,

っ まり,専 門知識 ・技術の習得だけでな く,変 化に主体的に対応できる柔軟な人材の育成(キ ャ

リア志向)を 目指 した ものでなければな らない。そのために,高 度な資格取得を目的 とした教

育に加え,そ れを,実 社会で活用で きる能力 ・態度 を身に付 けさせ るビジネス教育を目標 とす

る教育課程を考えた。

② 教育課程の特色

1学 年 では基礎 となる科 目を共通 に学 び,2年 次か ら専門科 目

を選択する 「コース選択制」を考えてみた。まず,ど のようなコー

スを選択す るにして も,2年 次における選択を適切 に行 うための

指導は大切である。そこで,ホ ームルーム活動や教科 ・科 目の指

導 を通 して,自 らの興味 ・関心 や適性などを明 らかにす る。また

職業 にっいての知識 も,き ちん と理解できるよ うに指導を行 う。

そのうえで,自 分にあった コースを選択 させ ることが必要である。

それでは,ど のようなコースが考え られるであろうか。選択肢 は

多 い方が良 いが,実 社会に出て,即 戦力 となる技能 という観点か

ら,表 のよ うなコースが考え られる。そ こでここでは,こ の うち

「秘書 コース」 と 「観光 コース」にっいて具体的 に教育課 程 を示

すことに した。

ア 秘書 コース

特に,キ ャリアを目指す女性に志望の多い仕事であ り,

選択できるコ「ス

①秘 書 コー ス

② 観光 コース

③ 会計 コー ス

④ システ ムエ ンジニ ア コ

ース(SEコ ース)

⑤ マネー ジメ ン トコース

⑥ 金融 ・観 光 コース

また,最 高経営者などに就 くエグゼ

クテ ィブセク レタリーには男性 も多い。有能 な秘書の養成 を目標 と し,ビ ジネスマナー等の実

践的な学習内容 と,幅 広 いビジネス知識 を学べ るよ うに,教 科 ・科 目の連携を図 りなが ら,一

般常識か ら専門知識までを取得できるよ うに指導す る。また,実 際に活躍 している秘書 を定期

的に招 き,日 常の仕事について学習する機会を設ける。
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イ 観光 コース

現代人 は多忙である。 しか し,生 活 スタイルの見直 しか ら,余 暇を楽 しむ傾向が高 まって い

る。そ こで 「余暇をいかに過 ごすか」は,人 々の関心事であ り,リ フレッシュで きる快適 な時

間をコーデ ィネイ トする旅行業務 ・ホテル業務 に従事す る人材の育成が強 く求め られている。

そのために,本 コースで は,柔 軟な企画力 ・問題解決能力を身に付 けた人材の育成を目標 と し

た。さまざまな人々との触 れ合いの多い仕事だけに,コ ミュニケーション能力の育成 とビジネ

スマナーを実践的に指導 し,観 光 ・旅行に関わるア ドバイザーとしての豊かな知識 とサー ビス

マイ ンドを養成す る。添乗員やホテルマ ンを指導者 と して招 き,2年 次の春休みと3年 次の夏

休みに実際 に添乗実習やホテル実習を行い,体 験学習の機会 を多 く設 ける。

ウ 取得できる資格

上記 コースの業務に必須の資格の取得をそれぞれ 目指す指導 を行 う。

1秘書 コー気

秘書技能検定

ペン字検定

簿記検定

実用英語検定

秘書英語検定

ワープロ検定

英文 タイプ検定

情報処理検定

商業経済検定

速記検定

観光 ゴース

国内旅行業務取引主任者試験

簿記検定 ワープロ検定

実用英語検定 情報処理検定

商業経済検定

(3}指 導上の留意点

前述 したように,生 徒一人一人が適切に,コ ースを選択することができるようなに1年 次 にお

ける指導が大切である。そのためにガイダンス等を十分に行 う必要がある。その方法 としては

① ホームルーム指導 において,担 任は生徒一人一人 と話 し合 う機会を設け,そ れぞれのコー

スの特色 について十分理解で きるように指導す る。

②それぞれのコースに,コ ース担当相談教員を設置 し,生 徒が自由に相談で きる体制を とる。

③教師だけでな く,2・3年 次や卒業生 と交流を深め

る機会を定期的に設 け,そ れぞれのコースの学習内

容が的確 に理解できるようにす る。

④上級生の授業見学や模擬授業 を経験 させる。

また,卒 業後社会に出てす ぐに役立っ知識や技能を,

実務に即 した演習で身に付 けさせ次に示すよ うな実習を

㍉・交 流 め 例"馬

OB懇 談会,ホ ームルーム合宿

3年 生による相談室開設 等
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体験 させる。

①企業 ・旅行会社 ・ホテルと提携 し,実 務 の実習

②国内及び海外研修旅行

③専門学校や大学 と提携 し,よ り豊かな知識を得 るような講習会への参加

なお,時 代 に即 したビジネス教育が行えるように,常 に外部か らの講 師を積極的に招 き,指

導を受ける機会を多 く設 ける。次に,職 業人 として求め られるマナーを習得 させ るためには授

業以外 も常 に教育の場 と考え,指 導に力を入れ る。そ して,特 に国語の授業 を通 して,さ まざ

まな目的や場 に応 じた話 し方がで きるように指導す る。

(4)主 なその他科 目の内容

日本文化 華道 ・茶道等の学習を通 じて,基 本的なマナーを身に付 ける。

秘書実務1 秘書 に求め られる資質や秘書の役割 ・機能,一 般常識 接遇及び接客の

方法について学習す る。

秘書実務II 文書作成,資 料管理,フ ァイ リング,会 議の運営,ス ケジュル作成及 び

管理の方法について学習す る。

国際事情 国際情勢 ・時事問題を新聞等 を活用 して,マ クロ的視点 か ら国際情勢 を

とらえ,日 本の将来を考える。

観光地理 日本及び世界の観光地 にっ いての文化 ・地理 の知識を身に付 ける。

外国語 フラ ンス語 ・スペ イ ン語 ・中国語 につ いて,会 話 を中心 に学 習 す る。

観光論 観光業に欠かせない基礎的な知識 と,日 本の文化や歴史並 びに産業,世

界の主要国の生活や文化,風 習,政 治 などを学習す る。

旅行業法 国内旅行業務取扱主任の取得を目指 し,旅 行業法の概要を学習する。

旅行実務 時刻表の読み方,交 通機関の予約,宿 泊の手配,添 乗など旅行を円滑 に

行 うための業務を学ぶ。

ホテル論 ホテルにおける業務等 の基礎的な知識を習得す る。

国内旅行企画 国内旅行の旅程作成を学び,旅 行 の企画に取 り組 む。

ビジネス実務 ビジネスマナーや言葉遣いの訓練,敬 語の使い方や手紙 の書 き方 など,

日本語の正 しい知識を身に付 けさせ る。

リスニ ング ネイティブス ピーカーの言葉を聞 き取れ るようにす る。
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4魅 力ある定時制高校にするための教育課程

(1>現 在 の定時制高校 に通学する生徒の特色

画一的,一 律的な高校教育が批判 され,生 徒一人一人の個性の重視が求 め られる今日,各 高

等学校 の個性化,特 色化 は待 ったな しの課題であり,商 業高校においてはとりわけ改善 を求 め

られている。

「魅力ある商業高校 とは?」,「 いか にした ら中学生を商業高校 に魅 きっけることがで きるか」

といったことが多 くの研究会のテーマとなり,研 究 され,そ れなりの結論が出されているが,

その成果 は現実にはなかなか見えてこない。ど うにか してす ぐに少 しで も商業教育に対 して学

習意欲を持 った生徒を集めたいと思 うばか りに,現 実には地道 に改善 してい く努力を怠 ってい

ないか。特 に定時制 においてそれが目立っような気がする。例 えば,曰 く 「目的を持 って入学

す る者が少 ない」・「無気力である」等々。

それ らの生徒に対 して既成 のカ リキュラムを押 しっけているだけで,結 果 と して無 目的な生

徒を送 り出 しているのが現実 なので はあるまいか。目的を持っ とは何か?そ れは自分自身に

自信を持つ ことであり,自 分自身を良 く知 ること,さ らには自分自身で考え ることがで きるこ

とであ り,具 体的には読み書 き,表 現能力が十分であ るということである。今,成 さなければ

な らないのは,生 徒一人一人に 「自信を持 たせる指導」ではないか と思われる。

ここ数年,定 時制高校 の入学生の中には,他 の高校へ入学 したにもかかわ らず,教 師や生徒

との人間関係が うま くいかなか ったり,学 校の教育方針 その ものにっいていけず,中 途退学 し

た者がいる。

このよ うな生徒を眼の前に して,ど のように して彼 らに自信を持たせ,学 校を巣立 たせ るか

が,現 在 の定時制高校 に課せ られた最大に して,最 重要な問題ではないかと考えた。そこで,

生徒一人一人が自らの生 き方 に自信を持ち,逞 しく生 きるための能力や態度を身に付けること

ので きる教育課程の編成にっいて検討 した。

そのためにはまず第一に,ホ ームルーム活動 を重視 した教育,っ まり人間的な接触の機会を

で きるだけ多 く設けた教育過程 の編成が必要不可欠であ り,定 時制高校が生徒にとって完成教

育(そ の子 どもにとって最終的な教育の機会)で あ るとの認識が大切である。次 に,3年 制や

大検,実 務代替等を最大限活用 するなど,学 校 と他の教育機関 との連携を深あた指導の工夫が

必要 である。

そこで,「 ホームルーム活動重視」及び 「定通併修 による3年 制」の2っ の教育課程 を考 え
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た,そ の際,で きるだけ基礎的な科 目を配す るよ う心がけること,と りわ け座学 を少な くする

こと,教 員定数を考えに入れず選択の幅を最大限に考え ること,以 上が作成の前提 とな った。

② 教育課程(4年 制)の 編成例

国語 は最 も基本的,基 礎的 な科 目であると考え,で きるだけ多 くの時間 を配 し,表 現力,と

りわけ作文の重要性を考えた内容に した。

定時制高校 の生徒は体育の好 きな者が比較的多いので,体 育の時間を最大限に した。生徒 は

昼間働 いているので体を動かす機会が意外 に少な く,運 動不足になりがちな者が多いという現

実か らも意味があると思われる。

外国語の学習 については,言 葉を習 うことは文化を知 ることであり,決 して無駄ではない と

考える。ただ し,文 法,作 文に こだわ らず,あ くまで実践会話が重要であると考え,オ ーラル

コ ミュニケーションのみ とした。また中国語,ス ペイ ン語 を選択可能 にし,生 徒 の目を広い世

界に向 けるよ う配慮 した。

家庭 は必要最少限であるが,男 女平等,人 権尊重教育等 を考え合わせ るとき,そ の内容にっ

いて はさらに吟味が必要不可欠であると思われる。

商業科目にっ いては選択科 目を最大限にす るのが基本的な考え方である。嫌 い,不 得手によ

り商業科目に拒絶反応を起 こして欲 しくないという思 いか らである。計算事務を含めて簿記,

文書処理,情 報処理を選択可能に したのはそのためである。さ らに,「 その他 の科 目」 として

「商業入門」を設 けた。これは,例 えば,「 世界 と日本の商業 の歴史 と現在」と副題をっけ,ビ

デオ等視聴覚教材 を多用す ることにより,商 業科目への導入と してのガイダンス的科 目として

位置付 けた。計算事務 はすでに無用であるとい う声 もないではないが,次 の理由か ら4～8時

間配置 した。定時制の生徒にとっては,と りわけ集中力,忍 耐力の育成が大切であ ること,数

の とらえ方が体で分か ること,国 際文化の中での日本の伝統文化の一つに触れ させ られるとい

うこと等によって,単 なる計算手段を越えた意味があると思 ったか らである。総合実践 は4年

で必修 としたが,そ の内容 は,ビ ジネスマナー(挨 拶の仕方,電 話のかけ方,接 客の仕方等)

を中心 と したい。生徒に自信を もたせるためであ る。また適宜外部か らの講師を要請すること

により,地 域社会 との連携を増す ことも可能であろ う。また,1時 間 を実務代替 とす ることに

よって,生 徒 の2時 限目か らの登校,3時 限終了による下校 も可能 となる。課題研究 は,秘 書

検定,販 売士検定等に向けての指導 も取 り入れたい。何 らかの資格を得させ自信 を付 けさせた

いと考 える。
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ホームルーム活動 を週2時 間 としたのは,1時 間をキ ャリアガイダンスにす るためである。

これ は単 なる進路相談ではな く,生 徒の将来を教師 と生徒が一緒 になって考える機会を設 けよ

うとす る意図がある。完成(最 終)教 育 と しての定時制教育の意義を考えた結果である。

クラブ活動につ いて は,生 徒 の対応 は両極端 である。熱心な生徒は都大会,全 国大会に出場

す るチ ャンスに比較的恵 まれているため,生 徒に自信を持たせる最適の機会 となる。不熱心 な

者 に対 しては,参 加で きるよ う粘 り強い指導を通 して,個 別相談,生 徒指導等の機会 となる。

(3)教 育課程(3年 制)の 編成例

普通科 目は最少限度にお さえ,商 業科 目プラス外国語を30単 位に した。 この ことによ り学外

で専門科 目を履修する必要がな くな り,比 較的受講 しやすいと思われ る普通科 目を2,3年 次

において合計14単 位以上履修,修 得すれば卒業可能 となる。ホームルーム活動が1時 間 になっ

て しま ったが,② と同様重要であることはいうまで もない。

5商 業高校からの大学進学に対応するための教育課程

(1)教 育課程の編成の目的 と意義

従来,商 業高校 といえば,「 卒業後 の進路 は主 に民間

企業等への就職」 と考え られてきた。 このため,商 業 の

各分野 に関する基礎的 ・基本的 な知識や技能を習得 して,

卒業後 にそれぞれの進路に進むことが一般的 と理解 され

ていた。

しか し,都 内の中学生のほとんどが高等学校への進学

を希望 し,特 性や進路等の多様な生徒が入学す る今 日で

は,生 徒の卒業後 の進路選択 の多 くが就職に限 られると

いう商業高校 も,普 通高校 より専門性が深いとい う特色

を生 か しなが ら多様 な進路選択の機会を提供す る必要が

生 じている。

グラフ1に 示 されているように,こ こ数年の高校卒業

者の進路状況 は,従 来か らの進学志向 ・高学歴志向にいっ

そう拍車がかか っている。一方で就職希望者 は,そ の絶

　(

昭和63年 平成 元234

大5は 学邸.域 大は本raの進宇蓄敗。w門 掌桟は耶修字校珂門課程

の入学省眩.就 晦には就職進芋者は含まない
一 一 「i校基本調査鰻告v,よ り

対数 こそはるかに多いものの,景 気低迷 の影響 もあって,減 少傾向にあることがはっきりと見
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て取れる。

この ことは,昨 年11月 にキ ャリアガイダンス誌が行 った全国1000高 校に対する進路動向調査

(平成5年4月 号掲載)か らも明 らかである。同調査 によると,各 高校の進路指導担 当者 によ

る自校の5年 後の進路動向予測では,大 学進学者が現在よ りも 「増加す る」 という予測 は33.1

%で,「 減少す る」の18.3%を 大 きく上回 り,同 時 に就職者 にっいて は 「減少 す る」 の55.5%

が 「増加する」の3.4%を はるかに上回っている。

.しか し,こ の調査において最 も注目すべ きは,こ の大学進学者増加 ・就職者減少の傾向は,

現在の商業高校のように就職率が高い高校 ほど,今 後その傾向が強まるというデータである。

現在,生 徒の進路の多様化に伴 い,商 業高校 において も,大 学 ・短大等への進学に向 けた取

り組 みが積極的に行われ るようになった。 このような時代の要請 に応え,よ り魅力あ る商業高

校をっ くるために,商 業高校 としての特徴を活か しっっ大学進学への対応が可能な教育課程の

編成 にっいて考えた。

(2)商 業高校の特徴を生か した進学への対応

商業高校の特徴の うち,進 学 に対 して最 もメリットが大 きい ものは何であろうか。現状では,

簿記や情報処理 などの資格取得であ り,そ の資格 によって進学す る方法は,グ ラフ2に 示 され

ているよ うに,私 立大学の9割 以上が実施 している推薦入試が中心である。 したが って進学 に

対応できる教育課程を編成す るには,ま ずこの方法が第一目標 となる。

しか し,今 年 になって文部省 の大学審

議会よ り大学 の募集人員 に対 して推薦入 グラフ2

学者の数 を3割(短 大5割)に とどめる

というガイ ドライ ンが示 されたため,一

般入試にっいての対応 も,第 二 目標 とし

て明確に示 されねばな らない。

それでは一般入試 に際 して,商 業高校

の在校生 が受験するのに最 も良 い入試科

目は何であろうか。前述のよ うに簿記な

どの資格取得を第一目標 と した教育課程を編成 した場合,英 語 ・国語 ・簿記の三科目型が最 も

良 い。ただ し,こ の場合,受 験可能な学部が商経系 に限定 されて しまうという問題点 が生 じる

が,商 業高校の特徴を最大限に活かす ことを第一義的に考え,今 回は他の学部系はあえて考慮

の対象 としないものとした。また一般入試の場合には,国 語にっいて は国語1・ 国語II,英 語
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にっいては英語1・ 英語IIお よび リーデ ィング ・ライティングまでの履修 は不可欠であ り,ま

た今 日の入試の難化に対応す るため,英 語 の単位数を十分 に確保す る必要がある。

以上の視点から,商 業科 と商業高校で最 も設置数の高い情報処理科 についての進学対応型教

育課程(以 下 「進学 コース」 と呼ぶ)の モデルを考えた。

(3)進 学 コースの教育課程

次に示す教育課程編成例 では,推 薦入試 について は,必 要 な検定試験(日 本商工会議所簿記

能力検定2級,全 国商業高等学校協会簿記実務検定1級,実 用英語検定2級,通 産省第二種情

報処理技術者)の 合格を目標 としている。そのために,外 国語(英 語)の 単位数を大幅 に増や

す とともに,商 業科 目では,簿 記および情報処理 に関係のあ る科目に重点 を置 いた。 さらに,

一般受験では,商 学部や経営学部などの学部の受験科目を重点的に履修で きるよ うに配慮 した。

「課題研究」では英語検定 の取得を課題 とした研究や,大 学入試 に出題 され る高度 な内容の簿

記を課題 とした研究や,第 二種情報処理技術者 に関す る研究等が行われることが望 ま しい。

また,普 通科 目において も,国 語 では 「現代文」で面接試験対策 として評論文 を,「 国語表

現」で論文や作文を学習 し,公 民では 「現代社会」で面接及び論文や作文対策 と して時事問題

に関す る学習を行 うものとする。

ア 商業科(進 学 コース)の 教育課程編成例

この教育課程 は,生 徒が在学中に,上 記のうち簿記および英語検定に合格するための学力を

養成す ることを目標 に編成 されている。そのため,外 国語(英 語)は19～17単 位,簿 記 ・工業

簿記 ・会計 も19単位 を確保 している。また英語IIを 標準単位数 より大幅に増単位 させ,同 時に

工業簿記 も1年 次よ り履修させ る。

イ 情報処理科(進 学 コース)の 教育課程編成例

この教育課程は,生 徒が在学中に,上 記の うち情報処理および英語検定に合格す るための学

力を養成す ることを目標 に編成 されている。そのため,外 国語(英 語)は19～17単 位,情 報処

理 ・プログラ ミング ・情報処理 ・経営情報 ・情報処理演習に18単 位を確保 している。このうち

新科目の 「情報処理演習」では,第 二種情報処理技術者 のうち商業 に関す る関連知識の問題 に

対す る演習を行 う。商業 に関す る関連知識の出題 は,従 来は簿記 ・会計 ・商業経済 ・経営に関

するものであったが,今 後 はさらにマーケティング ・税務会計 ・計算事務などの幅広 い範囲か

らの出題 が予定 されている。そのため,そ れ らを総合的に演習 させ ることを目的 とし設置 した

科 目であ る。
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情報 処 理科(進 学 コ ー ス)の 教 育課 程(案)商 業科(進 学 コー ス)の 教 育課 程(案)

教 科 科 目
標 準

単 位
1年

II

2年

1

3年 教 科 科 目
標準

単位
豊年

;
2年i3年

i

国 語 国 語1 9 a 国 語 国 語1 4 4iI
1

国 語II

国 語 表 現

現 代 文

古 典1

4

z

4

3

z

z

※ ②

2

2

国 語n

国 語 表 現

現 代 文

4

2

4

22

古 典1 3

2

1

XC,

2

1.2-

z

地 理

歴 史

世 界 史A 2 2

2

地 理

歴 史

世 界 史A

日 本 史A

2

zEf本 史A 2

`

公 民 現 代 社 会 4 z 2 公 民 現 代 社 会 a

2

ziz

2仁 一数 学 数 学1 4 2 z 数 学 数 学1 4

理 科 物 理IA z 0 理 科 物 理IA z
i2
i

化 学IA

生 物IA

地 学IA

z

2

z

0

0

0 化 学IA z i
o

生 物IA z 0
i
I

地 学IA 2 0

保 健

体 育

体 育

保 健

7-9

z

z

1

3

1

2 保 健

体 育

体 育

保 健

7-9

z

2

1

3

1

　

2

芸 術 音 楽1 2 0 芸 術 音 楽1

美 術1

z

z

0
■.

O

OO

一 」L「 「

一

一.

美 術1 z 0 1

工 芸1 z 0 i 工 芸1

書 道1

z

2書 道1 z 0 1 OO

外国語 英 語1

英 語II

9

4

z

4

z

外 国語 英 語1 4 4

9 3 英 語n 4 4 3

オ.コ ミュニケーシ ンA t.コ ミュニケーシ

才,コ ミュニケーシ

ンA

ンB

z

z

2

XO#.コ ミュニケーシ ンB 2 XO

リ ー デ ィ ン グ

ラ イ テ ィ ン グ

4

4

z

z

リ ー デ ィ ン グ

ラ イ テ ィ ン グ

4

9

z

2

家 庭 家 庭 一 般 4 z z 家 庭 家 庭 一 般 4 z z

普通 教 科 ・科 目 合計 zi 22 19 普 通 教科 ・科 目 合計 19 zz 21

商 業 流 通 経 済 3 5 z 商 業 流 通 経 済 3 5 2

簿 記 3 a 5 4 簿 記 3 8 3

情 報 処 理 3 5 z 情 報 処 理 3 5 3 3

総 合 実 践 3 3 総 合 実 践 3 3

課 題 研 究 z z 課 題 研 究 z z

工 業 簿 記 2-5 z 4 プ ロ グ ラ ミ ン グ 3 8 3 3

会 計 2-5 4 情 報 管 理 3 5 z

専 門 教科 ・科 目 合 計 9 8 1丑 経 営 情 報 z 4 2

履 修 す べ き科 目 合 計 90 2 z

ホ ー ム ル ー ム 活 動 合 計 i i 1 専 門教 科 ・科 目 合 計 ii 8 9

クラブ活 動 合 計 1
「

1
L

1 履修 す べ き科 目 合 計 90

履修単位 合計 96 ホ ー ム ル ー ム 活 動 合 計 i 1 1

・○ 印 の科 目は,当 該 学 年 で1科 目を選 択 履修

・※ 印 の科 目は ,2年 次 に どち らか1科 目を 選択 履 修

クラ ブ活 動 合計 1 r

一 一

1

履 修 単 位 合計 96
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6開 かれた商業高校を目指 した教育課程

(1)普 通科 と商業科の特色を生かす 「全 ・全併修」

現在,多 くの中学生 が高等学校 に進学 した時点で,大 部分の生徒 は自分 の将来の進路が決 ま

ると考え るのではないだろうか。そこで,高 校入試後に,他 の高校での履修 と単位 の修得が認

め られれば,進 路決定 のモラ トリアム化や入学後の進路変更に も対処できるのではないか と考

え,高 校間 の連携を強化 し,各 学校のカ リキュラムの特徴を生か しなが ら,他 校生 に科 目の履

修 と修得を認め,学 習の多様化 ・弾力化を図 る教育課程 を考えた。

現在,商 業に関わる定通併修の例 と して都立第一商業高校や,都 立第五商業高校 の定時制課

程 と都立新宿山吹高校の通信制課程 との併修がある。 スター ト間 もないこの制度 には,実 施上

様々な課題 があ る。 もし,全 日制課程の高校間で,い わゆる全 ・全併修が行われた場合生徒 の

指導上の課題や,学 校間の移動に必要な時間の問題,教 員の持ち時間等,多 くの課題が考え ら

れる。 しか し,商 業科 に入学後,4年 制 の大学への進学 を目指す生徒が,普 通科 目の時間数 の

余 りに少ない ことを知 り進学をあきらめて しまったり,逆 に普通高校 を出てす ぐに就職を しよ

うとして も,実 務科 目を経験 していないので,社 会に出ることにため らいを覚え る生徒がいる

など,現 在の高校教育のシステムは,社 会の変化 と教育に対す るニーズの多様化への柔軟 な対

応 を欠 いていると思われ る。

そのため,高 校教育の制度上の弾力化が求 め られ,定 時制 ・通信制間の単位相互認定の シス

テムが認め られた。ここではこの制度 の全 日制課程への応用を考 え,そ の教育課程を考えるこ

とによって,開 かれた商業高校(以 下,商 業高校 のオープ ン化 とい う)の 利点 と問題点を考え

て行 きたいと思 う。

(2)オ ープ ン化の利点

教育課程 をオープ ン化す ることによって もた らされ る利点 として,次 の ものが考え られ る。

① 商業高校 と他校 との連携を図 ることがで き,互 いの優れた校風等に接す ることがで きる。

② 校種を越えた生徒間 の交流を図 ることによ って,良 好な友人関係をっ くるなど相互理解を

一層深め ることができる。

③ 生徒の学習ニーズに対応 した多様な選択科 目を設置す ることができるなど,生 徒の選択幅

を拡大す ることができる。

④ 商業高校在校生が進学指導を,ま た,普 通高校在校生が就職指導 を,連 携先 の学校で受 け

一21一



ることができる。

⑤ 検定試験 や進学模擬試験 などを連携 している学校間で,計 画 ・実施す ることがで きる。

(3)教 育課程編成上の問題点

ア オープ ンの対象科 目と施設面での改善の問題

オープ ン化に際 して,考 慮すべ きことの一っにどのような科 目をオープ ン化の対象にす るか

という問題 がある。一般に普通科に在籍する生徒のうち就職 を希望する生徒の中には,よ り専

門的な職業教育に対するニーズが強 い。そ こで,資 格取得 に対応 した科目を中心 にオープ ン化

の可能性 を考えた。具体的には,簿 記会計分野の科 目,情 報処理分野の科 目などについて,初

級 ・中級 などの進度別 クラスを取 り上げた。

進路決定の時期 は,生 徒一人一人の発達段階 などによって異 なるか ら,基 礎的な科 目はどの

学年で も学べる様 に配慮す ることが必要である。施設面では,他 校生の聴講するための教室の

設置やワープロやパ ソコン等 の既設の施設のキャパ シテ ィの問題がある。また,他 校生 との交

流を図るためのスペースの確保などの改善 も必要であろう。

商業教育を核としたネットワーク

工
業
高
校

ハー ド、通信

等の資格取得

体験入学

情報基礎

中
学

校

壌礫 ・一)
桝 斗を もつ融

福祉、環境 簿記、商品

資格取得等 資格取得等

、鮪
駒
鵬

聾
配
鰹灘麟

勧

市

教

普
通
高
校

鵬

懸

腰

駄-糞
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教 育課 程編 成例
教科 科 目 1年 2年 3年 教科 科 目 1年 2年 3年

国語 国語1 4 外里
口口

英語1 4

国語II 3 英語II 4

現代文 4 オー ラル ・コ ミュニ
ケー シ ョンA

古典1 #03
オ ー ラ ル ・ コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンB古典 皿 #D3
#D3

D3地理歴史 世界史A 3 リー デ ィング #03

世界史B #D3 ライティング
}#D3

日本史A 一2 普通教科 ・科目 合計 20 19^-
22

21～

27

日本史B #△3
商業 流通経済 3

地理A 一2

簿 記 5
公民 現代社会 3

情報処理 3
倫 理

計算事務 2
政治経済 2

総合実践
数学 数学1 3 2

課題研究
数学 皿 #03

会 計 2

数学 皿 #D3
文書処理 2 #D3

理科 生物IA 2

職業指導 1
化学IA 2

豹
科目

簿艶演翌初級
L・ 凸'》 》 》LL」 ・64》 》 》L」 」66∩"冒 り ●LLの

#03
物理IB #D3

簿謙舗'緬 緬
… …'一 一一一一一一一f-一一一一一一一

〇3#D3
-十 一… 十 … …・冒 冒曹

#03D

#D3
-… 甲'一"左 …

一一 一一一 一 一一 一 一 一一 一 一一一 一一 一 一一

.03.03

XO3

D3

D3

D3
{
#D3

家庭 家庭一般 2 2 」 ●-暫u阯 幽 ● 」 ● ●--u」 凸 幽 晶 晶

簿謹演習上級
」66・ 層 》 》L」 」'・ 」》 》u」LL・ ∩ δ》 》 噌L幽L`

情報処理演習籾級
保育 体 育 4 2 2

保 健 1 1 ・Au冒'L駈L'A」 冒 冒 冒 」LLo・4》 》 冒 」LL'

情報処理演習南級
芸術 音楽1 一2 L畠6畠 冒44LL」`.6冒uuLL臨 」 」A冒 》 冒L」LA

国藤経済
音楽 皿 一2 臨``6冒 冒6L」L`66曽 冒uLL隔 ●A`冒 》 回LLLA

計算事務実践講座
美術1 一2 「 響 冒,一,一 一 一 一 雫LA`6》 冒u」LL`凸 ●u〕 》 」L」6」`冒 冒 》L臨L●

情報管理
美術II 一2

専門教科 ・科目 合計 10
11

5宣㈲灘灘 縢麟

1鰯 盤 鵜 △印の科

HR・ クラブ活動 合計 2 2 2

履修単位 合計 32 32 28^-
34
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イ 他校 との連携にっいて

商業科に在籍す る生徒が,普 通科やその他 の専門科 目を設置する高校へ行 く場合,履 修学年 ・

履修単位数などが問題である。今回のモデルの教育課程では,2年 次3単 位,3年 次6単 位が

限界であろうと想定 した。そして,こ の併修の実現のために右図のよ うなネッ トワークを商業

高校を中核 として作 り,商 業 ・普通科等の区別な く学習す る機会 を設 けることによって,学 習

の弾力化を図 ることが可能 となる。

,この,併 修制度の実現のためには,ネ ットワークに加わった学校間の,共 通 した自由選択 の

時間の設定や,単 位認定基準の統一 など様 々な問題がある。 しか し,普 通高校が商業高校の就

職に関す るノウハウを,商 業高校が普通高校の大学進学にっいてのノウハウをお互 いに交換 し

合い,そ れを生かす ことができれば,相 互にとって,互 いの長所を有効に活用す ることがで き

ると考え る。毎週他校に通学す ることが困難であれば,通 信教育で履修 させ るなどの方法 も有

効 と考える。学校間の併修 は,硬 直化 した教育制度の リフ レッシュに役立っ ものと考える。

皿 おわ りに

魅力ある商業高校 とするためには教育課程 をいかに編成 したらよいか とい うことにっいて,

一年間にわたって検討 した結果をまとめたのが以上である。既成の教育課程 にとらわれること

な く,自 由な発想に基づいて考えぬいた結果であるか ら,相 当ユニークなものになっているは

ずである。 しか し,こ れ らの教育課程がそのまま実現可能であるか というとはなはだ疑わ しい。

本文において も言及 しているように数多 くの越えねばな らない課題 ・障害が考え られ るか らで

ある。だが,商 業高校 に何 らかの変化が緊急 に求め られている現在,教 育課程編成 にっいて も

例外で はありえない。そのときに こそ,こ こに示 した発想の一端で も参考に していただけた ら

と考える。研究成果 はどうであれ,こ の研究 の 「過程」 こそ,貴 重 な,充 実 した勉強の機会で

あったよ うに思 う。様 々な考え方 を もった者 たちが一堂 に会 し,話 し合いを深める中で,切 磋

琢磨 し合い,こ れか ら先,商 業教育 に携わるうえでの 「何かJを 得たような気がする。そ して,

その 「何か」をいま,危 機 に瀕 しているといわれる商業教育を興隆 させてい くために,何 らか

のかたちで還元 していくことこそ,一 年間,自 由に研究す る機会を与え られた研究員 の義務で

あると思 っている。
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